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Abstract: In this paper, we propose a virtual agent that mediates various users’ comments in

SNS articles for a user by indirect and digested information described in hearsay expressions.The

comments of general public users are summarized by word-polarity dictionary to gather the trend

topic, and separated by clustering process to detect positive or negative tendency. The following

user’s comments are summarized into short anonymous sentences. These contents are converted

colloquial and hearsay expressions for the conversational agent to tell the user without any social

burdens.Such implementation is expected to reduce psychological burdens of other’s presenceswith

keeping the total information.

1 はじめに

近年，Twitter1や Facebook2，LINE3などのコミュ
ニケーションツールが利用されている．これらの多く
は，個人ユーザとのやり取りに留まらず，多くのユー
ザと社会的なやり取りを行う SNSとして発展している
ものである．特にスマートフォンなどのモバイル機器
を利用することで，時間や場所を問わず，オンライン
上で他者と情報のやり取りを容易に行えるようになっ
た．しかし，これらのツールや機器を長期的に利用す
ることで，不特定多数のユーザとのつながりによる気
遅れや，多くのユーザの発信した膨大な情報を読まな
ければならないという観念，他者の発言に対して反応
を返さねばならないという強迫観念など，精神的負担
による気疲れを発生している [1]．これは他者とコミュ
ニケーションを続けることで，情報に対して注意を払っ
たり，投稿時に相手の評価を気にするなどの負担を感
じ，ユーザは他者の情報を遮断するようになる．
　このような状態は仮想空間のコミュニケーションの
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場における，社会的なひきこもりになっていると言え
る．「ひきこもり」の定義は対人関係がなく，長期間社
会に参加していない状態を指す．学業・就労の失敗な
どの挫折経験でも生じるが，多くの影響は他者の社会
的評価や対人関係が及ぼされていることが多数占める
[2]．SNSも情報受信や発信においても「ひきこもり」
のメカニズムと同様の事象が起こると言える．このよ
うな多数のユーザとの繋がりから生じる社会的な気疲
れを SNS疲れと定義した．
　本研究では，不特定多数のユーザとの繋がりの軽減
を目的とし，SNS情報を集約した内容とそれに対して
情報発信を促すコメントをエージェントが発言するシ
ステムを提案する．本稿では，仮想エージェントが口
語文の伝聞口調で情報を提示し，多数のユーザの個人
的な発言をダイジェストで伝える手法を紹介する．多
数のユーザとの対人関係を意識することやそれによる
気疲れを軽減し，すべての発言へ目を通すことなく概
略をつかむことができるものとする．また，SNS疲れ
で情報発信や受信を遮断しているユーザに対して，「ひ
きこもり」の解消法と同じく第三者が対人関係を形成
するように働きかけることで，情報のやり取りも再開
できるようになることが期待される．このように，本
システムによるエージェントの間接的伝達と他者発言
集約手法によって，それぞれ SNS疲れの軽減と情報量
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による疲れの軽減を狙う．そして，負荷が軽減された
ことによる，新たなコミュニケーションの可能性を支
援することを目指す．

2 関連研究

SNS疲れの緩和に関する研究としては，情報量を抑
えるための入出力部分や表示テキストの内容，情報推
薦などの観点に関連したものがある．
　上野らは Twitter の利用において，ユーザがリアル
タイムのコミュニケーションを重視するために発生す
る，「常にツイート情報を追う」という pull型の行動が，
SNS 疲れであると指摘し，音声合成による push型の
出力システムを提案した [3]．しかし，取得する情報は
これまでと変わらないため，通常のテキストでの伝達
と同じような多数のユーザとの繋がりを感じてしまう
可能性もある．
　テキストの表現内容に着目したものとしては，大家
らによる，テキスト内容のネガティブな表現をポジティ
ブな表現に換言する研究 [4]がある．SNS疲れの原因と
して，否定的なコメントが受信者のネガティブな感情
を誘発することで起こる，ネガティブな書き込み行為や
受信があると考えたものである．この研究ではTwitter

の発言文のネガティブな単語をポジティブに換言する
ことで，投稿文の受信による気疲れの軽減を図った．結
果として，否定的なコメントによる SNS 疲れは緩和で
きるが，多数のユーザとの繋がりによる気疲れは軽減
できないと言える．一方，メッセージを一定時間で自
動消去し，受信者の返信への義務感を減少する方法 [5]

がある．受信した相手への返信投稿の義務感を解消す
ることを目的としている．これにより返信に対する義
務感は減少するが，内容が一定時間で消えるとやり取
りができないという結果が得られており，会話中での
利用は不向きである．
　一方，情報の選択的推薦手法に関して，単語極性辞
書を利用し，類似した感情や嗜好を持つ相手にユーザ
の投稿した文章を公開するという研究がある [6]．この
研究では，SNS利用者の発言におけるプライバシ対し
て十分な配慮を行う必要が生じるため，感情を表す単
語をスコア化した単語極性辞書を用いて平均値を算出
した値を元に，情報共有するユーザの範囲を決定する
ことで，気兼ねなく発言できるようにシステムを構築
した．これに対し，本研究では，感情平均値の算出方
法を参考に，ユーザに対する情報発信を促すなどの行
動支援のコメントを決定する．また，ユーザが投稿し
たツイート内容から抽出した特徴語から，ユーザの嗜
好に合ったフォロワを推薦する手法 [7]を参考にユーザ
の Twitter 発言の特徴語を基にその時々の多人数の発
言集約を行う．

　大沼らは，エージェントの発言投稿システムに付与
することで，否定的な投稿内容を送信する行為を抑制
することを試みた [8]．ここでは，ユーザの投稿欄に人
型エージェントと投稿確認コメントを付加することで，
ネガティブな投稿内容を抑制できるかを検証した結果，
人型エージェントの表示が第三者の評価を意識した行
動につながることが判明した．これらを踏まえ，本研究
では発言を集約し他ユーザとの間に介在するエージェ
ントを用いることで，情報発信などの社会的行為を促
すことができると考える．

3 提案システム

3.1 システム概要

本システムは，SNS の 1 つであるTwitter の他者の
発言情報を集約する．その際，既知の仲であるフォロ
ワーとそれ以外の不特定多数ユーザに分けて発言群を
扱い，集団の傾向を把握し集約する．
　フォロワーの発言（ツイート）は，ユーザがその人
物の発言に関心があるため，既知のユーザの発言とす
る．一方で，フォロワー以外のツイート発言はツイート
情報の動向や世論を形成しているため不特定多数ユー
ザの発言とした．これらの発言を集約し，その内容を
エージェントが口語・伝聞口調による会話調でユーザ
に伝達する．
　システム画面 (図 1)は，集約した内容を伝聞形式で
表示したテキスト，および介在エージェントを表示して
いる．テキスト内容はTwitterから取得している．フォ
ロワー発言かそれ以外の発言かで分類したのち，それ
ぞれの集約手法を適用する．詳細は，3.3節および 3.4

に述べる．集約結果の表示に加え，単語感情極性対応
表 [9]や形態素解析ツールMecab4を用いて投稿に対す
る書き込みなどの行動を誘発させるコメントも提示し
た．これにより，不特定多数のユーザとの繋がりによ
る気疲れを軽減するだけでなく，ユーザに情報発信な
どの社会的行動を促すことを狙う．全体的なシステム
の動作を図 2に示す．

3.2 システム構成

エージェントの発言内容を形成するツイート文の取
得プログラムは，PHPと Twitter API1 で構成してい
る．以下で，フォロワー以外の不特定多数ユーザ発言
の集約フロー (図 4）と既知の仲のユーザとしての発言
集約フロー (図 6)，集約結果を基に行うエージェント
の行動支援 (図 7)について説明する．

4http://taku910.github.io/mecab/
1https://dev.twitter.com/overview/documentation
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　まず，不特定多数ユーザ発言の集約ではKizasi API2

で 1日分のトレンドを取得し，Twitter API の検索機
能で投稿内容を取得する．このとき，取得したツイー
トにＵＲＬがある場合は取り除く．
　次に形態素解析で特定の品詞（名詞，動詞，形容詞）
を抽出し，各品詞の単語を Pythonで構築した tf-idf法
(式 1-式 3)[7]を用いて特徴語のスコアを算出する．最
もスコアが高い単語を各品詞の特徴語として抜き出し，
クラスタリングで分類ととグループ化をを行い，まと
めることで，伝聞口調に変換してユーザに提示する．こ
こで，tf-idf法の計算方法は，ツイート文 d 件中にお
ける単語 iの出現回数 n（i）を文書 d 中の全単語数で
割った数式 1 と文書を特徴付ける単語であるかを算出
する数式 2を積で求める (数式 3)．
　既知の仲の発言の集約手法では，不特定多数ユーザ
発言の集約と同じく tf-idf 法を用いて特徴語を抽出し，
フォロワーのツイート文と参照し，特徴語から句読点
までの一文を抜き出して要約し，伝聞口調で表示する．
特徴語の抽出において，更新日時が最も新しいツイー
ト情報から形態素解析で名詞のみを抽出することとし
た．
　エージェントによる行動支援は，集約内容の感情平
均値を基に，行動支援の発言を格納したファイルを読
み込みシステム画面に提示する．感情平均値は既知の
仲および不特定多数の双方の発言集約に形態素解析を
行い，抽出した品詞それぞれに対し単語極性辞書を参
照する．

図 1: システムの表示例

3.3 不特定多数ユーザの発言集約手法

図 3に不特定多数ユーザ発言を集約する手法のフロー
を示す．不特定多数ユーザの発言情報を集約する場合，
ツイート全体の中からトレンドやニュースの内容といっ
た旬のトピックとそれに対する感情的反応を取得する．

2http://kizasi.jp/tool/kizapi.html

図 2: 介在エージェントによるダイジェストコミュニ
ケーションシステムフロー

あらかじめ話題の中のトレンドを見極め集約すること
で，利用者全体の動向を簡潔に把握できると考えた．こ
のため，本システムではまず，検索で取得したツイー
ト内容から，トレンドキーと動作や状態，所属などの
述語関係となる品詞（形容詞，動詞，形容動詞）を抽
出する．これらを対象に tf-idf 法で各単語に重み付け
の値を算出し，最も高い数値を特徴語とする．このと
き，数値が類似する特徴語も存在するため，クラスタ
リングによりグループ化し，グループ毎に集約して特
徴語をまとめる．その結果，得られた単語を以下の伝
聞口調のテンプレート (***内はトレンドキー，～内は
特徴語) に当てはめて図 4 のように表示することで話
題を集約して伝達することが可能となる．

• 多くの人は ∗ ∗ ∗について～と話して，残りの人
は ∗ ∗ ∗に関して～などど話していました．

• 大半の人は ∗ ∗ ∗を～と話しており，ほかの人は ∗
∗ ∗や ∗ ∗ ∗について～や～と言っていました．

tf(i, d) =
n(i)∑
n(i)

(1)

idf(i) = log2
N

df(i)
(2)

tfidf(i, d) = tf(i, d)× idf(i) (3)

3.4 既知の仲のユーザの発言ダイジェスト作
成手法

図 5に既知の仲のユーザ発言を集約する手法のフロー
を示す．既知の仲のユーザの発言は，更新日時が新し
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図 3: 不特定多数ユーザの発言集約フロー

図 4: 不特定多数ユーザの発言表示例

い情報のみを取得する．これは，既知の仲のユーザの
活動はある程度認知していると考えられるため，新規
の情報のみで動向や興味が把握できると考えられるか
らである．このような身近な関係のユーザの発言の集
約では，フォロワーのツイート文を形態素解析し，名
詞を持つ単語を取り出し，節 3.3節と同様に tf-idf法に
よる重み付けを行い，特徴語を抽出する．抽出された
特徴語から句読点までの一文を抜き出して提示するこ
とで簡易集約を行った (図 6)．動詞や形容詞などの特
徴語を取り入れた伝聞口調のテンプレート (また，あ
なたの身近な人は～と言っていました)を適用すると，
フォロワーの発言意図を誤解する可能性がある．
　よって，表示方法は，ユーザ名を表記せず，文章を
要約したシンプルな伝聞口調のみとした．

3.5 介在エージェントによる伝達手法

3.3節 と 3.4節 で述べた，不特定多数ユーザおよび
既知の仲のユーザのそれぞれの発言集約手法により得
られた情報から，形態素解析と単語極性辞書 [9]を用い
て感情スコアを算出する．具体的には，抽出された特
徴語と要約した文から，形態素解析によって形容詞と
動詞を抽出し，単語感情極性辞書内に存在するものを
n 個，各々のスコアを Xi(i=1，2，3．．．n)とし，数式
4で感情スコアを求める．この値から表示する行動支
援のコメント (表 1)を決定する．コメントは，情報発

図 5: 既知の仲のユーザの発言ダイジェストフロー

図 6: 既知の仲のユーザの発言ダイジェスト表示例

信の推薦やネガティブな情報に対して気を紛らわすよ
うに呼びかける内容とした．

Ave =
X1 +X2 +X3 + ...+Xn

n
(4)

表 1: 行動支援のコメントと感情スコアの平均値

感情平均値 行動支援のコメント
1～0.8 話しかけてみてはどうですか？

0.79～0.5 なかなかいい話題でしたよ
0.49～0.0 たまには話かけてみてはどうですか？

-0.0～-0.49 少し暗い話題ですが,気にしないでください
-0.5～-0.79 気にしない方がいいですよ

-0.8～-1 気分転換に何かしてみませんか？

4 考察

本稿では，SNSにおける多数のユーザとの繋がりか
ら生じる気疲れを軽減するため，他者の発言を既知の
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図 7: 行動支援コメントの表示フロー

仲のユーザと不特定多数ユーザに分けそれぞれ集約し，
介在エージェントによる伝達手法を提案した．よって
システム画面は，エージェントと伝聞口調のメッセー
ジ表示欄のみをシンプルに設置した．これにより多数
のユーザによる発言をエージェント一人が伝聞内容と
して発言しているように見せることが出来るため，従
来の SNS疲れを軽減するための研究と比較して，不特
定多数のユーザと本システムの繋がっている感覚を軽
減できると考えられる．
　応用先として，ウェアラブルデバイスでの SNS の利
用やエージェントによる行動タスクの促進における活用
が考えられる．ウェアラブルデバイスを用いた Ttwitter

ツールは，ハードウェアの形状によっては身体的な疲
労が生じる恐れがある．特に眼鏡型では，ツイート情
報が時系列で表示された場合，膨大なツイート情報を
目で直接追い続けさせられるといった，身体的かつ精
神的な疲労が発生する．この点から，ツイート情報を
集約し伝聞口調で表示することで，個別の情報を意識
して気疲れすることなく，全体的な情報の流れや話題
を掴むことが可能となる．また，エージェントを介在
させることにより，不特定多数のユーザとの交流感覚
を軽減させ，さらに視覚的な情報取得の疲れも直観性
により軽減されると考えられる．
　エージェントによる社会的行動を促進するためのコ
メントについて，ユーザに対して特定のタスクを行う
ように命令した際，その指示が無視される可能性があ
る．そこで，今後の課題として，Ttwitter上の情報を用
いてそのタスクを行う利益を具体的に伝聞口調で伝達
することで，ユーザにタスクの実行を促せる．例えば，
エージェントが「掃除をしてください」と伝達した後
に，「掃除をすると心が落ち着くそうです」などのタス
クに対するポジティブな効果行動促進コメントを話し
言葉で追加するなどの方法が考えられる．これにより，
コメントの理由やその行動をとる利益が示され，エー

ジェントがユーザの行動を促進できると考えられる．

5 おわりに

本稿では，ダイジェストコミュニケーションを提供す
る介在エージェントシステムを提案した．SNSコミュ
ニケーションにおいて，エージェントが多数の他ユー
ザの発言に介在することで，不特定多数のユーザとの
繋がりや特定ユーザとのやり取りによる気疲れの軽減
するため，1) 不特定多数のユーザの一定期間の発言に
おける頻出特徴語，およびその語句に対する感情を集
約し，2) 特定の知り合いであるユーザの一定期間の発
言を短縮するとともに匿名化により集約し，3) 口語文
により伝聞口調で伝達する介在エージェントを実装し
た．また，気疲れによるコミュニケーション意欲の低
下を緩和するため，集約情報とともにコミュニケーショ
ン行動支援のコメントを表示した．このコメントはパ
ターンが少ないとまた，定期的に本システムを利用し
た場合，慣れによる効果の低下が懸念される．このこ
とから，単語極性辞書による一般的な意味での特徴語
だけでなく，ユーザの発言から習得した特徴語をカテ
ゴリに分けるなどして行動支援のコメントパターンを
増やす必要があると考えられる．
　今後の課題として，本稿で提案したエージェントの
口語での伝聞口調による介在により，多数のユーザと
の対人感覚が軽減できているか，また，不特定多数の
ユーザの発言や特定ユーザグループの発言の集約によ
り対人感覚が軽減できているかを検証する必要がある．
またそれ以外にも，エージェントの動作による効果や
行動支援のコメントによるユーザの情報発信などの社
会的行動への促進効果も検討したい．
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